
～つながる県南 広がる実践 すべては子どもたちのために～ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
１ 提案授業 
単元名  「体つくり運動」 

（体ほぐしの運動、体の動きを高める運動） 

授業者  奥州市立江刺愛宕小学校 教諭 多田 友紀 

支援委員 奥州市立胆沢第一小学校 教諭 福舘 京子 

      奥州市立佐倉河小学校  教諭 堤内 賢太 

２ 授業改善の視点 
（１）汎用性のある「体つくり運動」の単元の提案 
（２）体つくり運動の特性「関わり合い」の充実 
（３）高める体の動きの意識化を図る授業展開 
３ 成果 
○育成を目指す資質・能力をバランスよく配置した「体つ
くり運動」の単元の一例を提案し、研究協議を通して、
授業改善の視点から、学びを深めることができた。 

 ○提案授業と実技研修の往還により、体つくり運動の授業
の具体について、実感の伴う学びができた。 

 ○研修者から「実践につなげたい」という声が多く聞かれ、
今後の授業改善につながる貴重な研修会になった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
４ 助言から 
（岩手県教育委員会 保健体育課 生駒大輔 主任指導主事） 
（１）汎用性のある「体つくり運動」の単元の提案について 

単位時間のもつ意味を単元のまとまりやつながりと
して考えることが重要である。単元全体を見通した、目
指す児童の姿を大切にしたい。 

（２）「関わり合い」の充実について 
運動を通して自然に生まれる児童同士の対話から、よ

い関わり合いが見られた。教師がそれを見取り、全体に
広げることが大切である。よりよい人間関係、学級経営
が基盤になる。 

（３）高める体の動きの意識化を図る授業展開について 
ねらいに迫るために教師が何をどう問うのかが大切

である。教師と児童の掛け合いから、ねらいに迫るため
のポイントとなる言葉を引き出し、フィードバックや価
値付けをすることが大切である。 
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本研修会の目的は、「体つくり運動」の授業改善に係る研修を通して、教員の資質向上を図ることです。提案授業並びにその研究
協議や実技を通して、児童に運動の楽しさや心地よさを味わわせる「体つくり運動」の在り方を実践的に学ぶことができました。体
力・運動能力の低下傾向、肥満傾向児童生徒の出現率の増加、運動する子としない子の二極化など、様々な課題はありますが、研修
会の内容は、こうした課題の解決にもつながるとともに、運動をすることが好きな子どもたちを増やすこと、ひいては生涯にわたって、
豊かなスポーツライフを実現する資質・能力の育成につながるヒントにもなるはずです。 

体育授業改善研修会（R４,１１,１４） 
 

～研修者の感想～ 
＊意図的な問いかけや関わり合うための手立て、価値付ける声のか
け方など、たくさんの学びがあった。 
＊「体を動かす楽しさ」「他者と関わる楽しさ」を大切にした授業と
実技から、体つくり運動の重要性を感じることができた。 
＊運動の楽しさや動きの巧みさへの気付きを伝える授業であった。
運動の行い方を変化させながら、繰り返しねらいとする運動を行
わせることの大切さを学ぶことができた。 
＊自分の授業実践のヒントになることが多くあった。子どもの実態に
合わせてアレンジしていきたい。 

新聞紙をつなげてコースをつく
り「ドンじゃんけん」 

フラフープが回っている間に、１周
して自分のフラフープをキャッチ 

５ 単元計画について 

音楽の効果的な活用も
学習指導要領に明記され
ています。 

体ほぐしの運動及び体
の動きを高める運動の導
入時に、大切にすることや
言葉を板書に位置付けな
がら、オリエンテーションの
充実を図ります。 

ICT により動きを可視

化することで「気付き」を

促すことも効果的です。 

単元全体として、ペアや
グループで行う運動を多
く選定しています。 
仲間と「関わり合い」、
運動を通した「気付き」を
共有しながら展開する学
習を意図しています。 

評価の焦点化、重点化
を図りながら、無理のない
評価を計画的に行うこと
が大切です。 

高める体の動きを構造
的に配置しています。ま
た、単位時間の中で段階
的に運動強度が上がるよ
う構成しています。 

単元を、ブロックをイメ
ージした作りで構成してい
ます。各校の実態や授業
者のねらいに合わせて、行
う運動を変更することで、
オリジナルの単元がすぐ
に完成します。 

単元の充実を図るため
に同じ内容を２時間続け
て行う構成も可能です
（例：巧みな動きを高める
運動（6時間目）を2時間
扱いにし、厚みをもたせ
る）。 

１つ１つの運動の行い方については、本研修会参加者に参考資料をお渡ししてい

ます。各校の実技伝講会等に、ご活用をお願いします。 


